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昨年 8月 の具1:bか ら迫撃砲分隊の人員が増強されて以降、9月 には新隊員が約 20名、令和 6年 3月 の

定鶏異動で 15名の新戦力が配属されるとともに、戦車、APC、 小型が増強された。また隊独自に、各

戦■償察小疎に訓練陸曹を配置するとともに、情報訓線には、第 11普通科連隊から火力調整幹部 (早坂

2■)を迎え、火力調整機能を強化された。

そして、令和6年 3月 21日 、隊員総数約 200名 となり、増強改編を完了した。

「増
強
改
編
と
今
後
の
方
向
性
」

第
七
偵
察
隊
長

令
和
五
年
度
末
、
戦
車
、
小
銃
及
び
迫
撃
砲
の
各

分
隊
が
各

々
増
強
さ
れ
る
と
と
も
に
、
隊
独
自
の
施

策
に
よ
り
隊
本
部
総
務
班
及
び
火
力
調
整
機
能
の
新

設
、
並
び
に
戦
闘
偵
察
小
隊
の
本
部
機
能
の
強
化
を

図
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
平
素
の
業
務
や
教
育

訓
練
を
効
率
的
に
行
う
と
と
も
に
、
よ
り
第
七
偵
察

隊
ら
し
い
幅
広
な
任
務
遂
行
が
可
能
に
な
る
も
の
と

思
い
ま
す
。
こ
の
際
、
全
国
各
地
か
ら
多
く
の
隊
員

や
新
隊
員
が
転
入
す
る
と
と
も
に
、
元
第
七
偵
察
隊

員
も
復
帰
し
、
非
常
に
活
気
盗
れ
た
状
況
に
あ
り
ま

す
。一

方
、
こ
れ
ま
で
陸
自
唯

一
の
戦
闘
偵
察
部
隊
で

あ

っ
た
我
々
以
上
に
編
成

・
装
備
が
充
実
し
た

「戦

闘
偵
察
大
隊
」
が
全
国
各
地
に
続
々
と
編
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
ら
部
隊
と
比
較
す
る
と
、
各
種
機
能

や
人
員
数
が
脆
弱
で
あ
る
た
め
、
我
が
部
隊
の
隊
員

の
皆
さ
ん
の
苦
労
は
大
変
な
も
の
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。

こ
の
た
め
、
今
般
の
戦
略
三
文
書
策
定
に
伴
う

防
衛
力
の
抜
本
的
見
直
し
を
捉
え
、
将
来
に
お
い
て

益
々
期
待
さ
れ
る
部
隊
と
な
る
よ
う
引
き
続
き
の
体

制
変
化
に
向
け
た
努
力
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

二
等
陸
佐
　
古
井
　
仁
志

ま お の

て
お
り
ま
す
。

後

と

も

皆

様

ご
指
導
、
ご
鞭

を

よ

ろ

し

く

願

い

い
た

し

す
。

巧着″ |■′級
「
ま 長 交 iκy第 5κ 大鳥燿舞 下番、第 δκ 木存務″士番

ヽ

「先
任
上
級
曹
長
に
上
番
し
て
」

隊
本
部
　
　
准
陸
尉

　

木
村
　
幸
樹

こ
の
度
、
令
和
六
年
二
月
二
十
九
日
付
で
、
第
六
代
第

七
偵
察
隊
先
任
上
級
曹
長
に
上
番
し
た
木
村
准
尉
で
す
。

歴
史
と
伝
統
あ
る
第
七
偵
察
隊
の
先
任
上
級
曹
長
に
上
番

で
き
て
大
変
光
栄
に
思
う
と
同
時
に
、
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
す
。

先
任
Ｌ
級
曹
長
の
役
割
は
、
大
き
く
指
揮
官
の
補
佐
、

隊
員
の
育
成
、
伝
統
の
継
承
と
な
り
ま
す
が
、
昨
今
の
自

衛
隊
を
取
り
巻
く
環
境
は
複
雑
な
た
め
、
複
数
の
正
面
を

同
時
に
抑
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
国
内
で
は
部
隊
の
新

編
、
改
編
が
、
そ
し
て
頻
発
す
る
自
然
災
害
に
対
す
る
備

え
が
重
要
で
あ
り
、
国
外
で
は
日
本
周
辺
を

ロ
シ
ア
、
北

朝
鮮
、
中
国
の
軍
事
活
動
が
活
発
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
自
衛
隊
が
、
七
偵
が
す
べ
き
こ
と
は
そ
れ

ら
に
対
し
て

「隙
」
を
見
せ
ず
、
即
応
態
勢
を
整
え

つ
つ

訓
練
を
積
み
重
ね
て
日
本
の
抑
止
力
と
し
て
あ
り
続
け
る

こ
と
に
尽
き
ま
す
。
隊
員
に
基
本
基
礎
を
徹
底
し
、
適
切

な
服
務
指
導
を
行
う
こ
と
で
公
私
に

「隙
」
の
無
い
隊
員

を
育
成
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

併
せ
て
今
を
生
き
る
七
偵
の
隊
員
と
し
て
歴
史
と
伝
統

を
継
承
し
、
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
に
尽
力
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
皆
さ
ま
こ
れ
か
ら
も
ご
指
導

。
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し

■■■■■ロロ く
お
願
い
し
ま
す
。
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回
倍
い

年
二
月
１
１
几
＝
先
‐了‐
卜
級
曹
■

と
し
て
任
命
を
受
け
、
へ
′
＝
こ
の

二
月
二
十
九
日
ま
で
の
■
年
間
、

先
任
上
級
曹
長
と
し
て
や

っ
て
こ

ら

れ
た

の
も
隊

長

を

は

じ
め
先

先
任
Ｌ
級
曹
長
を
ド
番

准
陸
尉
　
　
人
島

い||
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「連絡幹部」

1等陸尉 五十嵐 一喜
五十嵐一喜 50歳

l々 識能向上 !!隊の任務

屋成のために尽力します。
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「副
隊
長
に
上
番
し
て
」

二
等
陸
佐
　
小
野
　
　
歩

こ
の
度
、
令
和
六
年
二
月

一

人
日
付
を
も

つ
て
副
隊
長
に

上
番
し
ま
し
た
小
野
三
佐

で

す
。ま

ず
は
、
こ
の
機
関
紙

「な

な
て
い
」
を
読
ま
れ
自
分
が
副

隊
長
と
知
り

「ま
じ
か
！
」
つ

て
驚

い
て
い
る
諸
先
輩
方

・
同

僚
の
姿
が
日
に
浮
か
び
ま
す

。

・
・
本
題
に
入
り
ま
す
。

さ
て
、
私
が
、
こ
の
第
七
偵

察
隊
に
帰

っ
て
き
て
、
早
三
年

の
月
日
が
流
れ
、
昨
年
は
三
年

振
り
の
隊
訓
練
検
閲
を
受
閲

し
、
隊
の
現
状
等
は
幅
広
く
把

握

で
き
て
い
る
も

の
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら

は
、
そ
の
三
年
間
の
経
験
等
を

最
大
限
活
用
し
つ
つ
、
陸
自
唯

一
の
機
甲
偵
察
隊
と
し
て
、
あ

ら
ゆ
る
任
務
に

「即
応
必
遂
」

で
き
る
よ
う
、
隊
長
を
適
切
に

補
佐
し
、
勤
務
環
境
及
び
部
隊

作
り
に
魂
を
込
め
、
よ
り
精
強

な
第
七
偵
察
隊
を
目
指
し
て

い
く
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す

の

で
、
引
き
続
き
ご
支
援
―
こ
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
宣
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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「運用訓練幹部」

1等陸尉

梅津 幸大
アラフォーど真ん中

四十歳。強く、明るく、

退しく、隊に尽力して

いく所存です。
ド根性 !

「情報幹部」 1等陸尉 西田 昌弘
この度、定期異動で情報幹部に上番しま

した西田一尉 と申します。前職は、東部方

面総監部防衛部訓練課で訓練幹部 として

勤務 してお りました。四年ぶ りに単身赴任

を解消 し充実 した生活環境で勤務できる

ことを喜んでおります。

心機一転、出来 うるなりに勤務 していく

所存です、よろしくお願い します。

L
て

こ

「人事幹部」

2等陸尉  田中 修一

令和6年 3月 18日 付をもって人

事幹部に上番した田中2尉です。
上番時の意気込みとして、隊の人

的戦闘力増進のため、さらには隊員

みなさまのため奮励努力して職務に

邁進します。
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「第 2戦闘偵察小隊長」 2等陸尉 南 憲明

この度、令和 6年 3月 18日 付をもちまし

て、第 2戦閲偵察小隊長に上番することにな

りました。

戦聞偵察小隊での勤務は、小銃分隊長とし

て約 15年前に勤務 して以来で、今回は小隊

長としてまた、隊の迫撃砲GP長 として勤務

となるのでわくわくが止まりません。

しっかりとそれぞれの目標を掲げて頑張っ

ていきたいと思います。

「通信幹部 兼

火力調整幹部」

2等陸尉

早坂 健志
気が付けば四十

やることをしっか

りとやっていきま

す。
Yogiboの ネック

ピローが快適なこの

歳
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■
令和 6年 2月 10日 に、第 7偵察隊創隊68周年・ OB会設立36年の合同記念祝賀会が、グランテラス千職にて開

催されました。改編の準備の為に進めておりました、新識別帽のお披露目も実施しました。

久しぶりの宴に御来贅をはじめ、スポンサー、OB会員、賛助会員の皆様及び 7偵隊員一同が集まり伝統継承の良き

機会となるとともに、楽しく記念となる一日を過ごすことができました。
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試験に向け最終追い込みで試験当日に臨んだ受験者 7名。   不P6冒‐ ■
SLC受験者 2名 :第 2戦間偵察小隊小隊陸曹の米陀曹長、斥候小隊分隊長の三浦曹長。

OCS受験者 5名 :第 1戦闘偵察小隊 大瀧 3曹、藤田3曹、第 3戦闘偵察小隊 澤田3曹、

本部付隊 高谷 3曹、舘小路 3曹が受験した。

果たして幹部への道を切り開くのは'??
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第セ偵ネ豚創離六十八11年

OB会談ユ二十六年杏同
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電
子
偵
察
小
隊

准
陸
尉

大
島
　
隆
行

本
年
度
、
久
し
ぶ
り
に

年
間
を
通
し
て
銃
剣
道

集
合
訓
練
を
実
施

で
き

る
こ
と
は
、
隊
長
を
は
じ

め
皆
様

の
ご
理
解
と
支

え
が
あ

っ
て
の
こ
と
だ

と
あ
り
が
た
く
思

っ
て

ま
す
。

今
年
度

の
訓
練
も
忙

し
い
中
、
少
し
で
も
銃
剣

道
訓
練
を
実
施
し
て
第

七
偵
察
隊

こ
こ
に
あ
り

と
全
道

の
各
部
隊
に
知

ら
し
め
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
目
指
せ
全
道
ベ
ス
ト

四
」
を
合
言
葉
に
銃
剣
道

訓
練
隊

一
同
必
ず
強
く

な

つ
て
上
位

に
食

い
込

め
る
よ
う
に
実
力
を

つ

け
て
い
き
ま
す
の
で
、
各

大
会

で
の
応
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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球は、令和 6年 2月 20日 北海道大演習場東千歳地区において、第 11警通科違隊と第 7偵察隊との合厠冬季戦技競

技会を実用した。競技は部隊機動の部、アキオ曳行の部、個人走の部、女性自衛官の部 (4キロ)、 新渡道の部・新配

置隊員の部 (4キロ)で競われた。

結果は、部麟臓動の部 9個中隊・隊中8位、アキオ曳行の部 18個組中6位と8位 (平均4位)、 個人走の部 (平均

6位)、 綸合 9領中隊・隊中7位という結果だった。

来年度に向けて、これからの線度向上に期待 :!

■■■

■

□ロ零

●

膚 ●

骨

口

"'

●■〕い

4曇 こ
'日

■

口 :

lu
′

u

■
法
Ｗ

「9位」

下部 2曹

部「優勝」

士長

■

■

■ 督
撻
爾

ノ・
麟

●
■
‘

て

・
Ｉ

Ｉ

‘

．
イ

ー

・
，
Ａ
■
　
　
●
ヽ

ヽ Ｓ

ｒ

ａ

●

■

■

一一

コ

．高

●

‘
Ｅ
Ｉ 1

■

の部 45組中「6位」

高橋 3尉組

女性自衛官の部 r2位」

〆 ●牧田士長

内 1士

め
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/kθ/身デゴ
隊は、令和 6年 4月 7日北海道大演習場において、偵察 ｀

警戒車鰊成射撃削練を実施して、射撃指揮及び射撃技術の
‐~

向上を図るとともに、今年度 7月 の偵察警戒車射撃競技

に向けた練成を実施した。
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隊は、令和 6年 4月 7日令和六年度師団戦車射撃射撃競技会に向け、単章戦闘射撃等を実施して、砲手還定の資を得

ると|と もに、一連の状況下で運動に連携した車長の指揮及び乗員の協同による射撃要領の棟度向上を図った。
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和6年度小隊戦闘射撃に向けて、2月 3日 、 .

基本、応用、夜間射撃に係る、練度向上を図

月25日 、4月 4日 、4月 5日 と4回の至近距離射撃を段籠

.た。今年度は、更に数回の至近距離射撃に取り組む予定
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散は、令和 6年 2月 29日 から3月 3日 の四日間において、第 2回師団酬練検閲の場を活用して、第 3次隊集中訓練
「電子偵察小隊及び第 3戦田偵集小隊検閲」を実施して、その練度・判定し、事後の進歩向上を図つた。

優秀隊員は、電子偵察小隊が河内 2曹、第 3戦闘偵察小隊が二見 3曹・片桐 1士であつた。
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小銃 PI(プロジェク トチーム)を立ち上げ、襲撃等を想定した実弾によ

る分隊戦闘射撃に係る研究と練度向上を目指す。
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′合和∂年度 .第ゴ次1隊集中副際υ

`輌

凌訓願ソ
隊は、令和 6年度第 1次集中期1練を実施し、定期異lb者の早期戦力化及び増強改編に

伴う機能別強化を図った。この際交差訓練 (リ ベリング、市街地訓棟、潜水渡渉・浮航

装置取り付け、斥候訓練)を実施し、マルチに幅広い任務遂行できるよう練成した。
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部隊を代表 し

副隊長 小野 3佐

センサ班長 大島准尉

第 2戦闘偵察小隊

小隊陸曹 米陀曹長

が代表 し表彰を受けた。
ここです
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二び夕認率・慶 4えガ′二/′認手ノ
第七師団創隊六十九周年及び東千歳駐屯地創立七十周年記念行事に参加し、陸上自衛隊唯一無二の機甲

師団及び東千歳駐屯地所在の偵察隊として威容を部内・外に示した。

国旗に数礼「着剣捧げ銃」

指揮を執る

第 30代偵察隊長 古井 2佐
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「劃衆ゑホ」
斥候小隊の4名 (安藤 2曹、中西 2曹、三瓶士長、高田士長)が参加し、偵察隊オー トパイ乗員として訓

練展示を実施して、更なる練度向上を図った。
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隊は、担任地域 (手溜弾投てき訓練場、M31ト レーナー射場、師団オー トバイ訓練場、恵庭・千歳地区)の演習場機

ロロ

大物を釣 り上げたものの、
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能の維持、不安全状態の除去等の整備を実施し、演習場の長期安定使用に寄与した。

この際、万事、作戦として演習場整備に取り組む等、隊務統合一体化を図った。

併せて、改編後のパーク整備等を含む駐屯地環境整備等も実施した。
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自分は入隊前、自衛隊はどんな職業かと考えるとキツ

い、厳 しいというイメージがあり不安な気持ちがありま

したが、入隊して同期や先輩方などと関わり普段では体

験することが出来ないような事を経験することが出来

ました。

時には厳 しいこともありますが、楽しい事も沢山ある

ので日々成長を目指していきます。

入隊する前の自衛隊のイメージは、とても教育が厳 しく、訓練などきつ

いイメージを持っていました。入隊し初めの教育はとても厳 しく辞めよう

とも考えましたが、同期や助教等に恵まれたおかげで、生涯忘れる事のな

い教育になりました。入隊してからの印象は、自由がないと思われがちで

すが意外に自由です !

これからの目標 としては、自身の知識技能をさらに向上させ、後輩隊員

の育成に積極的に携わっていき部隊の戦力向上に貢献できるよう励んで
:

|いきたいと思います !

日|■|■
′守 、

自分が自衛隊に入隊する前のイメージはキツく厳 しいとい うイメ

―ジでした。実際に入隊して訓練 してみると、やはり大変なことも沢

山あり辞めてしまおうと思 うこともありましたが、それでも助けてく

れる先輩や頑張っている同期を見ていると自然と自分も頑張ろうと

思えるようになっていました。

今では助けてくれた先輩、同期の様に新 しくできていく後輩にこ

れを教えて恩返し、自慢できるよう日々頑張っています。
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第
二
戦
関
償
察
小
隊

二
等
陸
士
　
　
中
野
　
莉
嗣

令
和
六
年
四
月
十
九
日
付
で
第

七
偵
察
隊
に
配
属
に
な
り
ま
し
た
、

中
野
二
上
で
す
。
ま
だ
部
隊
の
事
が

何
も
分
か
ら
ず
、
足
を
引

っ
張
る
事

し
か
で
き
ま
せ
ん
が
、
少
し
ず

つ
で

も
早
く
先
輩
方
か
ら
教
え
て
貰

っ

た
事
を
身
に
つ
け
、
部
隊
に
貢
献
で

き
る
よ
う
に
努
力
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

第

一
戦
闘
偵
察
小
隊

二
等
陸
士
　
　
佐
藤
　
　
駿

第
七
偵
察
隊
の

一
員
と
し
て
自

覚
を
持
ち
、
全
力
で
頑
張
り
ま
す
。

自衛隊を 1年経験 して、学生の頃の自分の自衛隊の

イメージは、休みなく毎日訓練に明け暮れる地獄のよ

うな場所だと勘違いしていました。実態は休みもしっ

かり保証されているし、無理のない範囲で自分を高め

られる場所だと今は思います。

この環境を活かし、これからもさらに自分を高めら

れるよう適進 したいと思います。

口_●

地元北陽高等学校、平岸高等学校を卒業して、頑張る着手隊員に入隊前・後の印象を開いてみ

ました。

「 ¬
■壺い

■.:|」

“
「
Ｕ

Ｆ

，
１

“
ロ
ロ

」
ｒ
Ｌ

■11111ド

イ

ン̀ 1
【 ヨ

r――
「
´
一

/

/

1ヽ隊
ヽ

P‐口 ■
"

l    .

，
　
　
　
Ｌ

ど
ヽ

瓶
．

¬
.1

北陽高等学校卒業生の 3名

引
第2戦目
1宅

卜分隊)

智紀

Ｉ
Ｌ
Ｆ
Ｌ
ト ′

■
「

平
岸
高
等
学
校
卒
業
生

『
】

にヽ
だヽ

い    `¬■

」

第
二
戦
闘
偵
察
小
隊

二
等
陸
士
　
　
幾
島
　
拓
郎

部
隊
配
属
さ
れ
ま
だ
ま
だ
わ
か

ら
な
い
事
が
多
く
大
変
な
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
力
に
な

れ
る
よ
う
に

一
生
懸
命
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
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「部
隊
格
聞
指
導
官
に
な

っ
て
」

第
二
戦
聞
偵
察
小
隊

二
等
陸
曹
　
薦
由
　
隼
矢

私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
「令
和

五
年
度
第
十
五
期
部
隊
格
闘
指
導

官
養
成
集
合
教
育
」
に
お
い
て
、
認

定
試
験
に
合
格
し
、
部
隊
格
聞
指

導
官
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

。
教
育
間
、
知
識
面
で
は
実
戦
を
想

定
し
た
格
闘
訓
練
の
必
要
性
や
指

導
理
論
な
ど
数
多
く
の
こ
と
を
学

び
、
技
術
面
に
つ
い
て
は
、
武
器
携

行
時
や
徒
手
に
お
け
る
基
礎
か
ら

ま
し
た
。
特
に
指
導
法
で
は
、
練
度

や
体
格
の
違
う
隊
員

一
人

一
人
に

合

っ
た
指
導
を
考
え
、
時
間
管
理

が
難
し
く
苦
戦
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
同
期
と
切
磋
琢
磨
し
乗
り
越

え
て
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
に

つ
き
ま
し
て
は
、
日
々

新
た
に
学
び
、
良
き
指
導
者
に
な

れ
る
よ
う
努
力
し
、
部
隊
の
精
強

化
に
貢
献
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。

応
用
ま
で

様
々

な
技
術
を
練
成
し

″1隊タキータ導富誕1生 ノ/

「
ス
キ
ー
指
導
官
に
な

っ
て
」

斥
候
小
隊

二
等
陸
曹
　
小
林
　
健
太

こ
の
度
、
令
和
二
年
度
部
隊

ス
キ
ー
指
導
官
養
成
訓
練
に
参

加
し
無
事
に
認
定
さ
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
七
偵

の
上
級
ス
キ
ー
指
導
官
、
部
隊

ス
キ
ー
指
導
官
の
先
輩
方
の
お

陰
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
部
隊
指
導
官

と
し
て
、
後
輩
の
育
成
に
あ
た

る
と
と
も
に
部
隊
の
精
強
化
に

努
め

て

い
き
た

い
と
思

い
ま

す
。
ま
た
、
自
分
の
知
識
、
技
術

も
更
に
レ
ベ
ル
ア
ン
ブ
し
て
い

き
更
な

る
目
標

へ
邁
進

し
ま

す
。
引
き
続
き
ご
指
導
ご
鞭
撻

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
同
時
期
に
部
隊
相
談

員
に
も
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
ど

し
ど
し
相
談
も
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
―

■ ■

え

て
」

斥
候
小
隊

二
等
陸
曹

北
岡

　

穣

積
雪
寒
冷
地
部
隊
に
所
属
し
て
五

年
目
に
な
り
ま
す
が
、
転
属
の
際
に

目
標
と
と
し
て
い
た
、
部
隊
ス
キ
ー

指
導
官
及
び
冬
季
遊
撃
を
終
了
し
、

第

一
偵
察
隊
で
は
経
験
の
出
来
な
い

事
を
多
く
経
験
し
ま
し
た
。

雪
崩
危
険
地
域
で
の
行
動
や
雪
崩
に

巻
き
込
ま
れ
た
人
員
の
救
出
、
雪
庇

を
使
用
し
た
斜
面
潜
在
、
各
種
資
材

を
使
用
し
た
斜
面
の
登
坂
、
下
降
。

真
駒
内
で
は
、
ス
キ
ー
を
装
着
し

重
量
物
を
持

つ
て
潜
入
、
拠
点
の
占

領
、
襲
撃
、
伏
撃
等
多
く
の
事
を
学
び

ま
し
た
が
、
毎
日
違
う
課
目
や
違
う

役
職
を
学
ぶ
た
め

一
つ
一
つ
を
し
つ

か
り
と
消
化
で
き
な
い
ま
ま
終
了
し

て
し
ま

っ
た
の
で
、
今
後
部
隊
で
活

セ
ヨ

で
の

訓
練
:こ

つ

い

て
は

い か
ま せ
す る

||口く

努
力
し
て
い

き
た
い

と
思

「部
隊
格
闘
指
導
官
に
な

っ
て
」

第
二
戦
聞
偵
察
小
隊

二
等
陣
曹
　
石
井

　

聡

令
和
六
年

一
月
か
ら
二
月
ま

で
の
間
、
第
十
五
期
部
隊
格
闘
指

導
官
養
成
集
合
教
育
に
参
加
さ

せ
て
頂
き
、
無
事
に
部
隊
格
聞
指

導
官
に
認
定
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。教

育

に
参
加
す
る
に
あ
た

っ

て
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
や
ご
理
解

の
お
陰
で
準
備
や
教
育
に
参
加

で
き
た
こ
と
を
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。

今
後
は
、
第
七
偵
察
隊
の
任
務

達
成
に
は
ど
の
よ
う
な
知
識
や

技
術
が
必
要
か
を
模
索
し
、
今
教

育
で
得
た
知
識

・
技
術
を
皆
さ
ん

に
普
及
し
、
部
隊
の
精
強
化
に
繋

げ
ら
れ
る
よ
う
頑
張

っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
―

ま
だ
ま
だ
未
熟
者

で
は
あ
り

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
指
導
ご

鞭
撻

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

ス詳
磯

「
ス
キ
ー

斥
候
小
隊

ｉ
竿

陸
”

　
　
丼
――
　

和
也

こ
の
度
、
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
麟
磯

の
お
陰
で
部
隊
ス
キ
ー
指
導
官
に
毎

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
　

上
級

ス
キ

ー
指
導
官

の
方

々
を
は
じ
め
、
部
隊

ス

キ
ー
指
導
官
、
斥
候
小
隊
、
隊

の
皆
さ

ん
に
は
感
謝

の
気
持
ち

で
い

っ
ぱ

い

で
す
。

今
回
の
養
成
訓
練
を
通
じ
、
自
分
に

と

つ
て

一
番
悩
ん
だ

こ
と
は
人
間
性

で
す
て
人
に
教
え
る
立
場
に
な
る
卜
で

ど
う
あ
る
べ
き
な

の
か
？
今

の
自
分

は
、
人
と
し
て
ど
う
な

の
か
？
例
え

ば
、
服
装
や
言
動
、
態
度
は
ど
う
な
の

か
？
と

い
う

こ
と
が
自
分
に
と

っ
て

足
り
て
い
な
い
と

こ
ろ
が
あ
り
、
指
導

官

に
な

つ
た
事

で
変
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

ス
キ
ー
指
導
官
に
な

っ
た
以
上
、
よ

り

．
膊
気
を
引
き
締
め
て
日

々
の
勤

務

か
ら
あ
る
べ
き
姿

で
頑
張

り
た

い

と
思

っ
て
ま
す
。
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明治安田生命 鯰
こ′」轍支社

千餞富業所

▲
■
口

・

岸 田 玲 美 奈
●

明治安田生命保険相互会社
マ0咲XX64千●市

"町

2‐ 102
γEL O123‐ 23‐2310会社携■ 080‐ 8603・ 69フ l

FAX 0123‐ 23‐ :952
会社E‐″l●:||"菫HoeotouOo021 1 0ad ineilyasuda colp

巨亜亜亜璽菫亜正董コ
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◆ 日本生命保険相互会社
札幌支社 千歳中央営業部

〒=066-0062
千歳市千代田町 6-2-3日 出 □
日本生命千歳駅前ビル2階   曇暴曇景
TEL :0123‐ 23-9166    :ヨ最螢LIBf
携 帯 :070-2475-4900    回

「

語謬

NISSAY

n
!ご違饉はこちらから

粟野 由美子

第一生命株式会社
一 生 護 のパ ートナー

…
軋艘お合支社 札幌ル

"贅
″・営業室

千餞第一オフィス
′ Oai‐ ichi Llfe Croup

秋 山 千 雛
ご

"入
の生命保険に関する黒会は

,レ ク トセンター   0120-167157
で も 承 っ む り ま す

T066-0062

千薇市千代田町4-14 千歳第一ピ″・ィンタ・5F

ll■.:050-3782-0304 FAX:0123-23-1928

憲お同い合わせの際は「050」 からおかけ下さい

JЫ●‐:07,‐3055-1053

ち
`う

とぃぃ.● たしの口崚

;FrFotU5 Hetloxitty

保段のこ相談は私たちにお任せください
′、し′、の|||":

富口生命保険相互会社 札幌支社 恵E■―曽彙所

〒∞ 1‐ ,424意庭市大町3丁 目 2‐ 4 80123‐ 33‐
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大樹生命
日本生0クルーフ

苫小牧支社

千歳恵庭営業部

西 谷 幸 子

ジプラルタ生命は、
お客きま一人ひとりを大切に

心に届くサービスを
ご提供いたします

69期,;露

ジプラルタ生命保険株式会社

札幌東支社 千歳第一営業所
〒066-0009北 海道千歳市柏台南1-3-1
千歳アルカディア・プラザ3F TEL:0123-22-6813
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じゅんかんコンピユ24は、本月になつた■■●を目収する■人責検です.

こ不月になつた責ヨ歯を持ち込んでいただくことで

資コ●のコヨと●■に応して「リサイクル員摯彙,が ,●り

アンケートに口言いただくことで商3諄が●らえちゃう●
"で

●●●サービスで,.

アルミ缶 ベットポトル
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斥
候
小
隊

陸
士
長

中
村
　
駿
介
ベ
ビ
ー

令
和
五
年

一
月
二
十
五
日
に
中
村
家
の

三
兄
弟
の
末

っ
子
に
、
長
女
音
羽

（お
と

は
）
が
誕
生
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
モ
チ
ベ
ー
シ
ヨ
ン
と
し
、
早
く

陸
曹

に
な

つ
て
部
隊
に
貢
献

で
き
る
よ

う
、
中
村
家
に
安
定
を
も
た
ら
せ
ら
れ
る

よ
う
精

一
杯
頑
張
り
ま
す
―
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

ノ

族
と
の
時
間
を
大
事
に
し
て
、
任
務
に
適
進
し
た
い
と
思
い
ま

た
。
単
身
で
会
え
な
い
時
間
が
ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
が
家

‐―
「
　

　

‐
―
●

　

―̈‐

―

■

、

４

　
・

「
一
　

　

・
　

　

　

　

一
―
―

Ｉ

Ｉ
●
●

電ロ

,

高
木
　
昭
博

ベ
ビ
ー

す

。

令
和
二
年
十
二
月
九
日
に
入
籍
し

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
共
に
協
力
し
て
明
る

い
家
庭
を
目
指

し
た

い
と
思

い
ま

す
！

『

瀬
戸
　
奏
太

斥
候
小
隊

陸
士
長

“
●
■

．　

１

066くD“

千歳市貫々地 2丁目5-23

TEL01 23-23-3213 !FAX 23-3535

bll【茎∠∠Cbi壼:2SQI=`基 :LC2`:Lll:ヱ

千歳自動車学校

☆大型特殊通常料金
(限定解除含む)

特別割引あり!

会社マリアージュインベルコ千歳支社そシ

物,各種ご宴会,御法要等承っております

丁目9番地 TL 0123-2卜 1163(担当:関 )

に|い 為:ん

ベルクラシックリアン平安閣

`Z″

ダ    ホテルグランテラス干歳
~      

【お間い合わせ・ご予約は1

営業部 宴会予約  TEL(0123)22‐ 1129

千歳市本町4丁 目4 TEL(012022‐ 1121(代 )

httpJゐЮeあ ay・すoup.∞ m/h馘・cht∝eノ
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本
部
付
隊
　
二
等
陸
曹

本
部
付
隊

等
陸
士

誕
　
生

褒
賞
状

イイ[

月1」

府

英
幸
よ
り
表
彰
六

小
野

竜
弥

褒
賞
状

令
和
ハ

年
四
月

日

次
男

脩L

西
郷

彰
ム゙

{「l

ンヽ

ビ
l

桃

（
つ
ぐ
と
）
が
産
ま
れ
ま
し
た
。

明
る
い
家
庭
を
築
け
る
よ
う
今
ま

で
以
上
に
仕
事
に
育
児
に
頑
張

つ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

陸
士
特
技
課
程
第
二
期
部
隊
シ
ス
テ
ム

運
営
に
お
い
て
、
終
始
熱
心
に
教
育
に
取

組
み
極
め
て
優
秀
な
成
績
で
本
課
程
教
育

を
修
了
し

第
七
通
信
大
隊
長

オし

た

曰
目
■
日
団

陸
斥
候
小
隊

陸
士
長
　
瀬

奏

太

′
菫
「

東
部
方
面
隊
総
監
部

ヘ

第
十
四
偵
察
隊

ヘ

富
士
学
校
機
甲
科
部

ヘ

第
二
水
陸
機
動
連
隊

ヘ

第

一
戦
闘
偵
察
大
隊

ヘ

ニ
等
陸
曹
　
吉
田

富
士
学
校

ヘ

一
等
陸
尉

「
Ｆ
Ｏ
Ｃ
」

陸
上
自
衛
隊

一
等
陸
士

幹
部
候
補
生
学
校

ヘ

日
本
　
涼
太
朗

石ゝ
¬・

陸
尉

魯曇マ了
陸
曹

齋
藤

を生
Fヽ

陸
曹

′、

fl,

メ]

||

付

↓
刀

‐ｌμ

耕
志
郎

瓶
澤
畠

勇

FIS

目
因

東
部
方
面
総
監
部
防
衛
部
か
ら

情
報
幹
部

ヘ

第
九
師
団
司
令
部
付
隊
か
ら

運
用
訓
練
幹
部

ヘ

一
等
陸
尉
　
五
十
嵐

　
一
喜

第
十

一
普
通
科
連
隊
か
ら

通
信
幹
部

ヘ

ニ
等
陸
尉
　
早
坂
　
　
健
志

別
海
業
務
隊
か
ら

情
報
陸
曹

ヘ

陸
曹
長
　
　
齋
藤
　
　
　
斎

第
七
十
二
戦
車
連
隊
第

一
中
隊
か
ら

斥
候
小
隊

ヘ

ニ
等
陸
曹
　
　
宮
城

第

一
陸
曹
教
育
隊
か
ら

本
部
付
隊

ヘ

ニ
等
陸
曹
　
　
谷
出

第
七
師
団
司
令
部
付
隊
か
ら

二
等
陸
曹
　
　
伊
藤

第
十
二
偵
察
戦
闘
大
隊
か
ら

電
子
偵
察
小
隊

ヘ

二
等
陸
曹

第
十
偵
察
隊
か
ら

第
九
偵
察
隊
か
ら

斥
候
小
隊

ヘ

ニ
等
陸
曹
　
安
藤

第

一
空
艇
団
か
ら

第
二
戦
闘
偵
察
小
隊

ヘ

ニ
等
陸
曹
　
藤
田

富
士
学
校
機
甲
科
部
か
ら

斥
候
小
隊

ヘ

ニ
等
陸
曹
　
中
西

山
口
地
方
協
力
本
部
か
ら

第

一
戦
闘
偵
察
小
隊

ヘ

ニ
等
陸
曹
　
福
山

機
甲
科
教
導
連
隊
か
ら

本
部
付
隊

ヘ

ニ
等
陸
書
　
原

令
和
六
年
二
月
十
人
日
付

第
七
師
団
司
令
部
か
ら

隊
本
部

ヘ

一
等
陸
尉
　
　
梅
津
　
　
幸
大

令
和
六
年
二
月
二
十
九
日
付

目
目

第

一
戦
闘
偵
察
小
隊

ヘ

同
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
　
　
駿

第
二
戦
闘
偵
察
小
隊

ヘ

ニ
等
陸
士
　
　
　
幾
島
　
　
拓
郎

令
和
六
年
二
月
十
九
日
付

第
二
戦
間
償
察
小
隊

ヘ

同
　
　
　
　
　
　
中
野
　
　
莉
嗣

令
和
六
年
二
月
十
九
日
付

なゝ
■F
陸
尉

西
田

:ヨ

Fヨ

弘

等 戦
陸 闘
曹 偵

察
渡 小
邊 隊

‐
″、

介
法
日召

翔
太

敬
靖↓

―

一
´
ロ

勇

司

本
部
付
隊

三 斥
等 候
陸 小
曹 隊

広

光

小
宮
　
　
　
一蒸

佐
藤
　
　
将
家

翔
駿

′
―■

ｒ
Ｌ

買

事

薇

豊

】
１

１
日

．
―
■
■
■
一

n
L」

一
織

水
陸
機
動
団
偵
察
中
隊

ヘ

ニ
等
陸
曹
　
松
本
　
　
泰
聖

同
　
　
　
　
狩
野
　
　
　
心

令
和
六
年
二
月
十
八
日
付

「
「
ロ
ー
ー
ー
ー

ーー
Ｊ

膵
ｌ
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第
二
戦
闘
偵
察
小
隊陸

曹
長
　
　
米
陀
　
　
欣
人

令
和
六
年
二
月
十
三
日
付

☆
第
五
級
賞
罰

「車
両
無
事
故
二
万
キ
ロ
」

第

一
戦
闘
偵
察
小
隊二

等
陸
曹

本
部
付
隊
　
　
　
同

同
　
　
　
　
　
　
同

☆
第
五
級
賞
飼

「職
務
遂
行
」

本
部
付
隊
　
　
　
一
等
陸
曹
　
酒
井
　
　
祐
介

令
和
六
年
二
月
二
日
付

☆
第
五
級
賞
罰

『職
務
遂
行
」

隊
本
部
　
　
　
　
一
一等
陸
尉

本
部
付
隊
　
　
　
一
等
陸
曹

同
　
　
　
　
　
　
二
等
陸
曹

同
　
　
　
　
　
　
一二
等
陸
曹

同
　
　
　
　
　
　
同

同
　
　
　
　
　
　
同

尉

令
和
六
年
二
月
十
五
日
付

田
中

小
杉

大
草

高
谷

吉
田

工
藤

修
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衛隊北部方面隊では、自衛官候補生及び曹候補生を始め、防大、生徒等の募集に日々努力をしてお

りますが、今般の募集状況は非常に厳 しい状況にあります.

将来にわたる平和を維持するため、第
‐線部隊や隊員も「自主募集」に強く取り組む必要性を痛感 してお ります。

ご家族、OBの皆様、隊員のご友人等で、「自衛官」という職業に興味がある方をご存 じでいらっしゃいましたら、ご

連絡をお願い致します。
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発
刊
さ
せ
て
頂
き
ま

話
し
は
変
わ
り
、
私
事

あ
り
ま
す
が
、
広
報
陸
口
と
し

て
担
当
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

六
月
末
を
も

っ
て
自
衛
隊
を
退

職
致
し
ま
す
。

今
ま
で
ご
支
援

・
ご
協
力
を

頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
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練
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を
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」
Ｉ
ｏ
ｇ
雪
●
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」
に

て
ア
ツ
プ
し
て
い
ま
す

の
で
、

閲
覧

・
登
録
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
今
後
も
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援

・
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
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「隊員募集への協力について」


